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第 I 章では， 1 , 3 , 5 ートリフェニルー 2- ピラゾリンおよび 2 ， 5 ージフェニルオキサゾール
を側鎖基として含む新しい光感受性高分子を「モノマ一合成一重合」の方法によって合成している。
同時に， 1 , 3 , 5- トリフェニル-2-ピラゾリン基を含む二種の新しいモノマーについて，ラジ
カル単独重合および共重合反応を解析し，それらの重合反応性を明らかにしている。



































に光物理過程の解析を行なったものである。新規光感受性高分子として， 1 , 3 , 5- トリフェニル
-2 ーピラゾリンおよび 2 ， 5 ージフェニルオキサゾールを側鎖基として含む高分子の合成に成功し，
電子写真その他の光印写用材料としての応用の可能性を論じている。また，分光学的性質ならびに光
物理過程の研究から，電子写真用感光体材料としての性能評価ならびに新材料の設計指針に関して有
用な知見と示唆を得ている。さらに，これらの新規高分子は従来研究されていなかった有極性側鎖基
を含む高分子であるとの観点から研究を進め，新しい現象を見い出すとともに高分子分光学における
基本的な問題を解明している。また，基本的な光物理過程の一つである電子励起エネルギーの移動に
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ついて研究を進め 励起一重項エネルギーの移動におよぽす高分子効果を明らかにしている。
以上述べたように，本研究は有機材料化学，高分子光化学の発展に寄与し，学術的にも工業的にも
貢献するところ大である。よって 本論文は博士論文として価値あるものと認める。
-331 ー
